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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　参照信号信号対雑音比（RS　SNR）レポート方法であって、
　端末が、ユーザ性能メッセージをサービング基地局に送信するステップであって、前記
ユーザ性能メッセージは、前記端末によるRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能情報
を搬送する、ステップと、
　前記端末が、前記サービング基地局により前記ユーザ性能メッセージに従って送信され
た測定結果レポート命令メッセージを受信するステップと、
　前記端末が、前記サービング基地局に、測定によって取得されたRS　SNRをレポートす
るステップと、
　を含み、
　前記RS　SNRは、参照信号（RS）を搬送するリソースエレメント（RE）上で受信される
、ターゲット基地局によって送信されるRSの平均線形電力値の、前記RSを搬送する直交周
波数分割多重（OFDM）シンボル上で受信される、少なくとも１つの非ターゲット基地局に
よって送信される信号の平均線形電力値の和に対する比である、
　方法。
【請求項２】
　前記ユーザ性能メッセージは、進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（E-
UTRAN）無線リソース制御（RRC）メッセージである、
　請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記RS　SNRは、
　前記サービング基地局によって送信される測定命令メッセージを受信するステップであ
って、前記測定命令メッセージは、前記端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS
　SNRを測定するように前記端末に指示する情報を搬送する、ステップと、
　前記測定命令メッセージに従って、前記端末と前記ターゲット基地局との間の前記伝送
リンクの前記RS　SNRを測定するステップと、
　により、測定によって取得される、
　請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記端末と前記ターゲット基地局との間の前記伝送リンクの前記RS　SNRを測定する前
記ステップの後に、更に、
　前記サービング基地局に測定完了指示メッセージを送信するステップであって、前記測
定完了指示メッセージは、前記端末と前記ターゲット基地局との間の前記伝送リンクの前
記RS　SNRの測定が完了したことを示す情報を搬送する、ステップ、
　を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記測定命令メッセージはログ測定構成メッセージであり、前記測定完了指示メッセー
ジはRRC接続再構成完了メッセージである、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記測定結果レポート命令メッセージは、前記端末によってレポートされる前記RS　SN
Rについての情報を搬送し、
　前記端末によってレポートされる前記RS　SNRについての前記情報は、前記端末によっ
てレポートされる全ての測定値についての情報に含まれ、前記全ての測定値は少なくとも
前記RS　SNRの測定値を含み、又は、
　前記端末によってレポートされる前記RS　SNRについての前記情報は、前記端末によっ
てレポートされる指定の測定値についての情報に含まれ、前記指定の測定値は少なくとも
前記RS　SNRの測定値を含む、
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記測定結果レポート命令メッセージは、RRCユーザ情報要求メッセージである、
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記サービング基地局に測定によって取得されたRS　SNRをレポートする前記ステップ
は、
　前記サービング基地局に、測定によって取得された前記RS　SNRを搬送するRRCユーザ情
報フィードバックメッセージをレポートするステップ、
　を含む、請求項１乃至７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記RS　SNRは、前記サービング基地局のサービングセルのRS　SNRであり、又は、
　前記RS　SNRは、前記サービング基地局のサービングセルの１次サービングセルのRS　S
NR、若しくは前記サービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS　SNRで
あり、又は、
　前記RS　SNRは、前記サービング基地局のサービングセルの周波数内サービングセルのR
S　SNR、若しくは前記サービング基地局のサービングセルの周波数間サービングセルのRS
　SNRである、
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　参照信号信号対雑音比（RS　SNR）受信方法であって、
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　基地局が、端末によって送信されるユーザ性能メッセージを受信するステップであって
、前記ユーザ性能メッセージは、前記端末によるRS　SNRの測定、記録及びレポートの性
能情報を搬送する、ステップと、
　前記基地局が、前記ユーザ性能メッセージに基づいて、前記端末に測定結果レポート命
令メッセージを送信するステップと、
　前記基地局が、前記端末により前記測定結果レポート命令メッセージに従ってレポート
される、測定によって取得されたRS　SNRを受信するステップと、
　を含み、
　前記RS　SNRは、参照信号（RS）を搬送するリソースエレメント（RE）上で受信される
、ターゲット基地局によって送信されるRSの平均線形電力値の、前記RSを搬送する直交周
波数分割多重（OFDM）シンボル上で受信される、少なくとも１つの非ターゲット基地局に
よって送信される信号の平均線形電力値の和に対する比である、
　方法。
【請求項１１】
　前記ユーザ性能メッセージは、進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（E-
UTRAN）無線リソース制御（RRC）メッセージである、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記端末によってレポートされる、少なくとも測定によって取得されるRS　SNRを受信
する前記ステップの前に、
　前記端末に測定命令メッセージを送信して、前記端末に、前記測定命令メッセージに従
って前記端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するように指示す
るステップ、
　を更に含み、
　前記測定命令メッセージは、少なくとも、前記端末と前記ターゲット基地局との間の前
記伝送リンクの前記RS　SNRを測定するように前記端末に指示する情報を搬送する、
　請求項１０又は１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記端末に測定命令メッセージを送信する前記ステップの後に、
　前記端末によって送信される測定完了指示メッセージを受信するステップであって、前
記測定完了指示メッセージは、少なくとも、前記端末と前記ターゲット基地局との間の前
記伝送リンクの前記RS　SNRの測定が完了したことを示す情報を搬送するステップ、
　を更に含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記測定命令メッセージはログ測定構成メッセージであり、前記測定完了指示メッセー
ジはRRC接続再構成完了メッセージである、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記測定結果レポート命令メッセージは、少なくとも、前記端末によってレポートされ
る前記RS　SNRについての情報を搬送し、
　前記端末によってレポートされる前記RS　SNRについての前記情報は、前記端末によっ
てレポートされる全ての測定値についての情報に含まれ、前記全ての測定値は少なくとも
前記RS　SNRの測定値を含み、又は、
　前記端末によってレポートされる前記RS　SNRについての前記情報は、前記端末によっ
てレポートされる指定の測定値についての情報に含まれ、前記指定の測定値は少なくとも
前記RS　SNRの測定値を含む、
　請求項１０乃至１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記測定結果レポート命令メッセージは、RRCメッセージユーザ情報要求メッセージで
ある、
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　請求項１０乃至１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記端末によってレポートされる、少なくとも測定によって取得されるRS　SNRを受信
する前記ステップは、
　前記端末によってレポートされる、少なくとも前記測定によって取得されたRS　SNRを
搬送するRRCユーザ情報フィードバックメッセージを受信するステップ、
　を含む、請求項１０乃至１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルのRS　SNRであり、又は、
　前記RS　SNRは、前記サービング基地局のサービングセルの１次サービングセルのRS　S
NR、若しくは前記サービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS　SNRで
あり、又は
　前記RS　SNRは、前記サービング基地局のサービングセルの周波数内サービングセルのR
S　SNR、若しくは前記サービング基地局のサービングセルの周波数間サービングセルのRS
　SNRである、
　請求項１０乃至１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　参照信号信号対雑音比（RS　SNR）レポート装置であって、
　サービング基地局にユーザ性能メッセージを送信するように構成される送信ユニットで
あって、前記ユーザ性能メッセージは、端末によるRS　SNRの測定、記録及びレポートの
性能情報を搬送する、送信ユニットと、
　前記サービング基地局により前記ユーザ性能メッセージに従って送信された測定結果レ
ポート命令メッセージを受信するように構成される受信ユニットと、
　前記サービング基地局に、測定によって取得されたRS　SNRをレポートするように構成
されるレポートユニットと、
　を備え、
　前記レポートユニットによってレポートされる前記RS　SNRは、参照信号（RS）を搬送
するリソースエレメント（RE）上で受信される、ターゲット基地局によって送信されるRS
の平均線形電力値の、前記RSを搬送する直交周波数分割多重（OFDM）シンボル上で受信さ
れる、少なくとも１つの非ターゲット基地局によって送信される信号の平均線形電力値の
和に対する比である、
　装置。
【請求項２０】
　前記送信ユニットによって送信される前記ユーザ性能メッセージは、進化型ユニバーサ
ル地上無線アクセスネットワーク（E-UTRAN）無線リソース制御（RRC）メッセージである
、
　請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　測定ユニットを更に備え、前記測定ユニットは、
　前記サービング基地局によって送信される測定命令メッセージを受信する工程であって
、前記測定命令メッセージは、前記端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SN
Rを測定するように前記端末に指示する情報を搬送する、工程と、
　前記測定命令メッセージに従って、前記端末と前記ターゲット基地局との間の前記伝送
リンクの前記RS　SNRを測定する工程と、
　により、測定によって前記RS　SNRを取得するように構成される、
　請求項１９乃至２０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２２】
　前記測定ユニットは更に、前記サービング基地局に測定完了指示メッセージを送信する
ように構成され、
　前記測定完了指示メッセージは、前記端末と前記ターゲット基地局との間の前記伝送リ
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ンクの前記RS　SNRの測定が完了したことを示す情報を搬送する、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記測定ユニットによって受信される前記測定命令メッセージはログ測定構成メッセー
ジであり、前記測定ユニットによって送信される前記測定完了指示メッセージは、RRC接
続再構成完了メッセージである、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記受信ユニットによって受信される前記測定結果レポート命令メッセージは、前記端
末によってレポートされる前記RS　SNRについての情報を搬送し、
　前記端末によってレポートされる前記RS　SNRについての前記情報は、前記端末によっ
てレポートされる全ての測定値についての情報に含まれ、前記全ての測定値は少なくとも
前記RS　SNRの測定値を含み、又は、
　前記端末によってレポートされる前記RS　SNRについての前記情報は、前記端末によっ
てレポートされる指定の測定値についての情報に含まれ、前記指定の測定値は少なくとも
前記RS　SNRの測定値を含む、
　請求項１９乃至２２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２５】
　前記受信ユニットによって受信される前記測定結果レポート命令メッセージは、RRCユ
ーザ情報要求メッセージである、
　請求項１９乃至２４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２６】
　前記レポートユニットは、
　前記サービング基地局に、測定によって取得された前記RS　SNRを搬送するRRCユーザ情
報フィードバックメッセージをレポートするように構成される、
　請求項１９乃至２５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２７】
　前記レポートユニットによってレポートされる前記RS　SNRは、前記サービング基地局
のサービングセルのRS　SNRであり、又は、
　前記RS　SNRは、前記サービング基地局のサービングセルの１次サービングセルのRS　S
NR、若しくは前記サービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS　SNRで
あり、又は、
　前記RS　SNRは、前記サービング基地局のサービングセルの周波数内サービングセルのR
S　SNR、若しくは前記サービング基地局のサービングセルの周波数間サービングセルのRS
　SNRである、
　請求項１９乃至２６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項２８】
　参照信号信号対雑音比（RS　SNR）受信装置であって、
　端末によって送信されるユーザ性能メッセージを受信するように構成される第１の受信
ユニットであって、前記ユーザ性能メッセージは、前記端末によるRS　SNRの測定、記録
及びレポートの性能情報を搬送する、第１の受信ユニットと、
　前記ユーザ性能メッセージに基づいて、前記端末に測定結果レポート命令メッセージを
送信するように構成される送信ユニットと、
　前記端末により前記測定結果レポート命令メッセージに従ってレポートされる、測定に
よって取得されたRS　SNRを受信するように構成される第２の受信ユニットと、
　を備え、
　前記第２の受信ユニットによって受信される前記RS　SNRは、参照信号（RS）を搬送す
るリソースエレメント（RE）上で受信される、ターゲット基地局によって送信されるRSの
平均線形電力値の、前記RSを搬送する直交周波数分割多重（OFDM）シンボル上で受信され
る、少なくとも１つの非ターゲット基地局によって送信される信号の平均線形電力値の和
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に対する比である、
　装置。
【請求項２９】
　前記第１の受信ユニットによって受信される前記ユーザ性能メッセージは、進化型ユニ
バーサル地上無線アクセスネットワーク（E-UTRAN）無線リソース制御（RRC）メッセージ
である、
　請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記送信ユニットは更に、
　前記端末に測定命令メッセージを送信して、前記端末に、前記測定命令メッセージに従
って前記端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するように指示す
るように構成され、
　前記測定命令メッセージは、少なくとも、前記端末と前記ターゲット基地局との間の前
記伝送リンクの前記RS　SNRを測定するように前記端末に指示する情報を搬送する、
　請求項２８乃至２９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３１】
　前記第２の受信ユニットは更に、前記端末によって送信される測定完了指示メッセージ
を受信するように構成され、
　前記測定完了指示メッセージは、少なくとも、前記端末と前記ターゲット基地局との間
の前記伝送リンクの前記RS　SNRの測定が完了したことを示す情報を搬送する、
　請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記送信ユニットによって送信される前記測定命令メッセージはログ測定構成メッセー
ジであり、前記第２の受信ユニットによって受信される前記測定完了指示メッセージは、
RRC接続再構成完了メッセージである、
　請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記送信ユニットによって送信される前記測定結果レポート命令メッセージは、少なく
とも、前記端末によってレポートされる前記RS　SNRについての情報を搬送し、
　前記端末によってレポートされる前記RS　SNRについての前記情報は、前記端末によっ
てレポートされる全ての測定値についての情報に含まれ、前記全ての測定値は少なくとも
前記RS　SNRの測定値を含み、又は、
　前記端末によってレポートされる前記RS　SNRについての前記情報は、前記端末によっ
てレポートされる指定の測定値についての情報に含まれ、前記指定の測定値は少なくとも
前記RS　SNRの測定値を含む、
　請求項２８乃至３１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３４】
　前記送信ユニットによって送信される前記測定結果レポート命令メッセージは、RRCメ
ッセージユーザ情報要求メッセージである、
　請求項２８乃至３３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３５】
　前記第２の受信ユニットは、
　前記端末によってレポートされる、少なくとも前記測定によって取得されたRS　SNRを
搬送するRRCユーザ情報フィードバックメッセージを受信するように構成される、
　請求項２８乃至３４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３６】
　前記第２の受信ユニットによって受信される前記RS　SNRは、サービング基地局のサー
ビングセルのRS　SNRであり、又は、
　前記RS　SNRは、前記サービング基地局のサービングセルの１次サービングセルのRS　S
NR、若しくは前記サービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS　SNRで
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あり、又は、
　前記RS　SNRは、前記サービング基地局のサービングセルの周波数内サービングセルのR
S　SNR、若しくは前記サービング基地局のサービングセルの周波数間サービングセルのRS
　SNRである、
　請求項２８乃至３５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項３７】
　コンピュータに請求項１乃至１８のいずれか一項に記載の方法を実行させるプログラム
。
【請求項３８】
　請求項３７に記載のプログラムを記憶した非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信技術分野に関し、特に、RS　SNRのレポート及び受信の方法、端末並びに
基地局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信技術の発展に伴い、モバイル通信システムでは高いデータ伝送速度と高いサービス
のカバー率が極めて重要になっている。モバイル通信システムのデータ伝送速度とサービ
スカバレッジ率を増大させるために、QoS（Quality　of　Service，サービス品質）要件
を満たす無線通信リンク品質をユーザに提供するように、ネットワーク上で常にネットワ
ークの最適化を実行する必要がある。
【０００３】
　ユーザ端末の測定値は、無線通信リンク品質を直接反映するための重要なパラメータで
ある。LTE（Local　Terminal　Emulator，Long　Term　Evolution）システムでは、RRM（
Radio　Resource　Management，無線リソース管理）に使用される現在導入されている測
定値は、主にRSRP（Reference　Signal　Received　Power，参照信号受信電力）とRSRQ（
Reference　Signal　Received　Quality，参照信号受信品質）を含む。RSRPの物理的意味
は、セル固有参照信号を搬送するRE（Resource　Element，リソースエレメント）上で受
信される、測定帯域幅におけるセル固有参照信号の平均線形電力値である。RSRQの物理的
意味は、測定帯域幅における、セル固有参照信号を搬送するOFDM（Orthogonal　Frequenc
y　Division　Multiplexing，直交周波数分割多重）シンボル上の全ての計算された受信
電力（所望の信号の電力和、干渉、騒音を含む）である。電力和はRSSI（Received　Sign
al　Strength　Indicator，受信信号強度インジケータ）を用いて表される。RSSIに対す
るRSRPの比は、全ての受信電力に対する所望の信号の比を表し、間接的に無線通信リンク
品質を反映する。
【０００４】
　実際の適用では、LTEシステムでは、UE（User　Equipment、ユーザイクイップメント）
は、サービングセル、周波数内隣接セル及び周波数間隣接セルのRSRPとRSRQに従って、切
り替え、セル選択、セル再選択等のモビリティ判定を行う。
【０００５】
　しかしながら、実際のネットワーク計画とネットワーク最適化では、RSRPとRSRQはダウ
ンリンク又はアップリンク伝送リンク品質を本当に反映することはできない。したがって
、RSRPとRSRQに従って決定される伝送リンク品質は、誤差が大きく精度が低い。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明の実施形態は、決定された伝送リンク品質が誤差が大きくあり精度が低いという
従来技術の問題を解決するために、RS　SNRのレポート及び受信の方法、端末並びに基地
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局を提供する。
【０００７】
　本発明の実施形態で提供される具体的な技術的解決策は、以下のとおりである。
【０００８】
　第１の態様によれば、参照信号信号対雑音比（RS　SNR）レポート方法が提供される。
本方法は、
　ユーザ性能メッセージをサービング基地局に送信するステップであって、ユーザ性能メ
ッセージは、端末によるRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能情報を搬送する、ステ
ップと、
　サービング基地局がユーザ性能メッセージに従って送信した測定結果レポート命令メッ
セージを受信するステップと、
　サービング基地局に、測定によって取得されたRS　SNRをレポートするステップと、
　を含む。
【０００９】
　第１の態様に関して、第１の可能な実施方式では、RS　SNRは、参照信号（RS）を搬送
するリソースエレメント（RE）上で受信される、ターゲット基地局によって送信されるRS
の平均線形電力値の、RSを搬送する直交周波数分割多重（OFDM）シンボル上で受信される
、少なくとも１つの非ターゲット基地局によって送信される信号の平均線形電力値の和に
対する比である。
【００１０】
　第１の態様又は第１の態様の第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式で
は、ユーザ性能メッセージは、進化型ユニバーサル地上無線ネットワーク（E-UTRAN）無
線リソース制御（RRC）メッセージである。
【００１１】
　第１の態様又は第１の態様の第１及び第２の可能な実施方式に関して、第３の可能な実
施方式では、RS　SNRは、
　サービング基地局によって送信される測定命令メッセージを受信するステップであって
、測定命令メッセージは、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定
するように端末に指示する情報を搬送する、ステップと、
　測定命令メッセージに従って、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNR
を測定するステップと、
　により、測定によって取得される。
【００１２】
　第１の態様の第３の可能な実施方式に関して、第４の可能な実施方式では、端末とター
ゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するステップの後に、本方法は更に、
　サービング基地局に測定完了指示メッセージを送信するステップであって、測定完了指
示メッセージは、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRの測定が完了し
たことを示す情報を搬送する、ステップ、
　を含む。
【００１３】
　第１の態様の第３又は第４の可能な実施方式に関して、第５の可能な実施方式では、測
定命令メッセージはログ測定構成メッセージであり、測定完了指示メッセージはRRC接続
再構成完了メッセージである。
【００１４】
　第１の態様又は第１の態様の第１～第４の可能な実施方式に関して、第６の可能な実施
方式では、測定結果レポート命令メッセージは、端末によってレポートされるRS　SNRに
ついての情報を搬送し、
　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
全ての測定値についての情報に含まれ、全ての測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
み、又は、
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　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
指定の測定値についての情報に含まれ、指定の測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
む。
【００１５】
　第１の態様又は第１の態様の第１～第６の可能な実施方式に関して、第７の可能な実施
方式では、測定結果レポート命令メッセージは、RRCユーザ情報要求メッセージである。
【００１６】
　第１の態様又は第１の態様の第１～第７の可能な実施方式に関して、第８の可能な実施
方式では、サービング基地局に測定によって取得されたRS　SNRをレポートするステップ
は、具体的には、
　サービング基地局に、測定によって取得されたRS　SNRを搬送するRRCユーザ情報フィー
ドバックメッセージをレポートするステップ、
　を含む。
【００１７】
　第１の態様又は第１の態様の第１～第８の可能な実施方式に関して、第９の可能な実施
方式では、RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの１次サービングセルのRS　SNR、若し
くはサービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの周波数内サービングセルのRS　SNR、
若しくはサービング基地局のサービングセルの周波数間サービングセルのRS　SNRである
。
【００１８】
　第２の態様によれば、参照信号信号対雑音比（RS　SNR）受信方法が提供される。本方
法は、
　端末によって送信されるユーザ性能メッセージを受信するステップであって、ユーザ性
能メッセージは、端末によるRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能情報を搬送する、
ステップと、
　ユーザ性能メッセージに基づいて、端末に測定結果レポート命令メッセージを送信する
ステップと、
　端末により測定結果レポート命令メッセージに従ってレポートされる、測定によって取
得されたRS　SNRを受信するステップと、
　を含む。
【００１９】
　第２の態様に関して、第１の可能な実施方式では、RS　SNRは、参照信号（RS）を搬送
するリソースエレメント（RE）上で受信される、ターゲット基地局によって送信されるRS
の平均線形電力値の、RSを搬送する直交周波数分割多重（OFDM）シンボル上で受信される
、少なくとも１つの非ターゲット基地局によって送信される信号の平均線形電力値の和に
対する比である。
【００２０】
　第２の態様又は第２の態様の第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式で
は、ユーザ性能メッセージは、進化型ユニバーサル地上無線ネットワーク（E-UTRAN）無
線リソース制御（RRC）メッセージである。
【００２１】
　第２の態様又は第２の態様の第１及び第２の可能な実施方式に関して、第３の可能な実
施方式では、端末によってレポートされる、少なくとも測定によって取得されるRS　SNR
を受信するステップの前に、本方法は更に、
　端末に測定命令メッセージを送信して、端末に、測定命令メッセージに従って端末とタ
ーゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するように指示するステップ、
　を含み、
　測定命令メッセージは、少なくとも、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS
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　SNRを測定するように端末に指示する情報を搬送する。
【００２２】
　第２の態様の第３の可能な実施方式に関して、第４の可能な実施方式では、端末に測定
命令メッセージを送信するステップの後に、本方法は更に、
　端末によって送信される測定完了指示メッセージを受信するステップであって、測定完
了指示メッセージは、少なくとも、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SN
Rの測定が完了したことを示す情報を搬送する、ステップ、
　を含む。
【００２３】
　第２の態様の第３又は第４の可能な実施方式に関して、第５の可能な実施方式では、測
定命令メッセージはログ測定構成メッセージであり、測定完了指示メッセージはRRC接続
再構成完了メッセージである。
【００２４】
　第２の態様又は第２の態様の第１～第４の可能な実施方式に関して、第６の可能な実施
方式では、測定結果レポート命令メッセージは、少なくとも、端末によってレポートされ
るRS　SNRについての情報を搬送し、
　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
全ての測定値についての情報に含まれ、全ての測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
み、又は、
　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
指定の測定値についての情報に含まれ、指定の測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
む。
【００２５】
　第２の態様又は第２の態様の第１～第６の可能な実施方式に関して、第７の可能な実施
方式では、測定結果レポート命令メッセージは、RRCメッセージユーザ情報要求メッセー
ジである。
【００２６】
　第２の態様又は第２の態様の第１～第７の可能な実施方式に関して、第８の可能な実施
方式では、端末によってレポートされる、少なくとも測定によって取得されるRS　SNRを
受信するステップは、具体的には、
　端末によってレポートされる、少なくとも測定によって取得されたRS　SNRを搬送するR
RCユーザ情報フィードバックメッセージを受信するステップ、
　を含む。
【００２７】
　第２の態様又は第２の態様の第１～第８の可能な実施方式に関して、第９の可能な実施
方式では、RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの１次サービングセルのRS　SNR、若し
くはサービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの周波数内サービングセルのRS　SNR、
若しくはサービング基地局のサービングセルの周波数間サービングセルのRS　SNRである
。
【００２８】
　第３の態様によれば、参照信号信号対雑音比（RS　SNR）レポート装置が提供される。
本装置は、
　サービング基地局にユーザ性能メッセージを送信するように構成される送信ユニットで
あって、ユーザ性能メッセージは、端末によるRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能
情報を搬送する、送信ユニットと、
　サービング基地局がユーザ性能メッセージに従って送信した測定結果レポート命令メッ
セージを受信するように構成される受信ユニットと、
　サービング基地局に、測定によって取得されたRS　SNRをレポートするように構成され
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るレポートユニットと、
　を備える。
【００２９】
　第３の態様に関して、第１の可能な実施方式では、レポートユニットによってレポート
されるRS　SNRは、参照信号（RS）を搬送するリソースエレメント（RE）上で受信される
、ターゲット基地局によって送信されるRSの平均線形電力値の、RSを搬送する直交周波数
分割多重（OFDM）シンボル上で受信される、少なくとも１つの非ターゲット基地局によっ
て送信される信号の平均線形電力値の和に対する比である。
【００３０】
　第３の態様又は第３の態様の第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式で
は、送信ユニットによって送信されるユーザ性能メッセージは、進化型ユニバーサル地上
無線ネットワーク（E-UTRAN）無線リソース制御（RRC）メッセージである。
【００３１】
　第３の態様又は第３の態様の第１及び第２の可能な実施方式に関して、第３の可能な実
施方式では、本装置は更に測定ユニットを備える。測定ユニットは、
　サービング基地局によって送信される測定命令メッセージを受信する工程であって、測
定命令メッセージは、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定する
ように端末に指示する情報を搬送する、工程と、
　測定命令メッセージに従って、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNR
を測定する工程と、
　により、測定によってRS　SNRを取得するように構成される。
【００３２】
　第３の態様の第３の可能な実施方式に関して、第４の可能な実施方式では、測定ユニッ
トは更に、
　サービング基地局に測定完了指示メッセージを送信するように構成される。測定完了指
示メッセージは、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRの測定が完了し
たことを示す情報を搬送する。
【００３３】
　第３の態様の第３又は第４の可能な実施方式に関して、第５の可能な実施方式では、測
定ユニットによって受信される測定命令メッセージはログ測定構成メッセージであり、測
定ユニットによって送信される測定完了指示メッセージは、RRC接続再構成完了メッセー
ジである。
【００３４】
　第３の態様又は第３の態様の第１～第４の可能な実施方式に関して、第６の可能な実施
方式では、受信ユニットによって受信される測定結果レポート命令メッセージは、端末に
よってレポートされるRS　SNRについての情報を搬送し、
　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
全ての測定値についての情報に含まれ、全ての測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
み、又は、
　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
指定の測定値についての情報に含まれ、指定の測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
む。
【００３５】
　第３の態様又は第３の態様の第１～第６の可能な実施方式に関して、第７の可能な実施
方式では、受信ユニットによって受信される測定結果レポート命令メッセージは、RRCユ
ーザ情報要求メッセージである。
【００３６】
　第３の態様又は第３の態様の第１～第７の可能な実施方式に関して、第８の可能な実施
方式では、レポートユニットは、具体的には、
　サービング基地局に、測定によって取得されたRS　SNRを搬送するRRCユーザ情報フィー
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ドバックメッセージをレポートするように構成される。
【００３７】
　第３の態様又は第３の態様の第１～第８の可能な実施方式に関して、第９の可能な実施
方式では、レポートユニットによってレポートされるRS　SNRは、サービング基地局のサ
ービングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの１次サービングセルのRS　SNR、若し
くはサービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの周波数内サービングセルのRS　SNR、
若しくはサービング基地局のサービングセルの周波数間サービングセルのRS　SNRである
。
【００３８】
　第４の態様によれば、参照信号信号対雑音比（RS　SNR）受信装置が提供される。本装
置は、
　端末によって送信されるユーザ性能メッセージを受信するように構成される第１の受信
ユニットであって、ユーザ性能メッセージは、端末によるRS　SNRの測定、記録及びレポ
ートの性能情報を搬送する、第１の受信ユニットと、
　ユーザ性能メッセージに基づいて、端末に測定結果レポート命令メッセージを送信する
ように構成される送信ユニットと、
　端末により測定結果レポート命令メッセージに従ってレポートされる、測定によって取
得されたRS　SNRを受信するように構成される第２の受信ユニットと、
　を備える。
【００３９】
　第２の態様に関して、第１の可能な実施方式では、第２の受信ユニットによって受信さ
れるRS　SNRは、参照信号（RS）を搬送するリソースエレメント（RE）上で受信される、
ターゲット基地局によって送信されるRSの平均線形電力値の、RSを搬送する直交周波数分
割多重（OFDM）シンボル上で受信される、少なくとも１つの非ターゲット基地局によって
送信される信号の平均線形電力値の和に対する比である。
【００４０】
　第２の態様又は第２の態様の第１の可能な実施方式に関して、第２の可能な実施方式で
は、第１の受信ユニットによって受信されるユーザ性能メッセージは、進化型ユニバーサ
ル地上無線ネットワーク（E-UTRAN）無線リソース制御（RRC）メッセージである。
【００４１】
　第２の態様又は第２の態様の第１及び第２の可能な実施方式に関して、第３の可能な実
施方式では、送信ユニットは更に、
　端末に測定命令メッセージを送信して、端末に、測定命令メッセージに従って端末とタ
ーゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するように指示するように構成され
、
　測定命令メッセージは、少なくとも、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS
　SNRを測定するように端末に指示する情報を搬送する。
【００４２】
　第２の態様の第３の可能な実施方式に関して、第４の可能な実施方式では、第２の受信
ユニットは更に、
　端末によって送信される測定完了指示メッセージを受信するように構成され、測定完了
指示メッセージは、少なくとも、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNR
の測定が完了したことを示す情報を搬送する。
【００４３】
　第２の態様の第３又は第４の可能な実施方式に関して、第５の可能な実施方式では、送
信ユニットによって送信される測定命令メッセージはログ測定構成メッセージであり、第
２の受信ユニットによって受信される測定完了指示メッセージは、RRC接続再構成完了メ
ッセージである。
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【００４４】
　第２の態様又は第２の態様の第１～第４の可能な実施方式に関して、第６の可能な実施
方式では、送信ユニットによって送信される測定結果レポート命令メッセージは、少なく
とも、端末によってレポートされるRS　SNRについての情報を搬送し、
　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
全ての測定値についての情報に含まれ、全ての測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
み、又は、
　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
指定の測定値についての情報に含まれ、指定の測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
む。
【００４５】
　第２の態様又は第２の態様の第１～第６の可能な実施方式に関して、第７の可能な実施
方式では、送信ユニットによって送信される測定結果レポート命令メッセージは、RRCメ
ッセージユーザ情報要求メッセージである。
【００４６】
　第２の態様又は第２の態様の第１～第７の可能な実施方式に関して、第８の可能な実施
方式では、第２の受信ユニットは、具体的には、
　端末によってレポートされる、少なくとも測定によって取得されたRS　SNRを搬送するR
RCユーザ情報フィードバックメッセージを受信するように構成される。
【００４７】
　第２の態様又は第２の態様の第１～第８の可能な実施方式に関して、第９の可能な実施
方式では、第２の受信ユニットによって受信されるRS　SNRは、サービング基地局のサー
ビングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの１次サービングセルのRS　SNR、若し
くはサービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの周波数内サービングセルのRS　SNR、
若しくはサービング基地局のサービングセルの周波数間サービングセルのRS　SNRである
。
【００４８】
　本発明の有益な効果は以下のとおりである。
【００４９】
　従来技術では、ネットワークを最適化するように、RSRPとRSRQに従って伝送リンク品質
が決定される。しかしながら、RSRPとRSRQは、ダウンリンク又はアップリンク伝送リンク
品質を本当に反映することはできない。したがって、RSRPとRSRQに従って決定される伝送
リンク品質は、誤差が大きく精度が低い。本発明の実施形態では、端末がサービング基地
局にユーザ性能メッセージを送信する。ユーザ性能メッセージは、端末によるRS（Refere
nce　Signal、参照信号）SNR（Signal　to　Noise　Ratio、信号対雑音比）の測定及びレ
ポートの性能情報を搬送する。サービング基地局は、ユーザ性能メッセージに基づいて端
末に測定結果レポート命令メッセージを送信してから、サービング基地局に、測定によっ
て取得されたRS　SNRをレポートする。実際の適用では、伝送リンク品質は、ユーザのデ
ータパケットが正しく送信されたか否か、すなわち、データパケット伝送のビット誤り率
又はパケット誤り率に反映される。SNRは、ビット誤り率又はパケット誤り率と直接的な
マッピング関係を有することができる。したがって、本解決策では、サービング基地局が
端末によってレポートされるRS　SNRを受信した後、RS　SNRに従って決定された送信リン
ク品質の精度が高く、よって、ネットワークを効果的に最適化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明の実施形態に係るRS　SNRのレポートの詳細なフローチャートである。
【図２】本発明の実施形態に係るRS　SNRのレポートの第１の実施形態である。
【図３】本発明の実施形態に係るRS　SNRのレポートの第２の実施形態である。
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【図４】本発明の実施形態に係るRS　SNRのレポートの第３の実施形態である。
【図５】本発明の実施形態に係るRS　SNRの受信の詳細なフローチャートである。
【図６】本発明の実施形態に係るRS　SNRレポート装置の機能の概略構造図である。
【図７】本発明の実施形態に係るRS　SNR受信装置の機能の概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００５１】
　決定された伝送リンク品質が誤差が大きくあり精度が低いという従来技術の問題を解決
するために、本発明の実施形態は、RS　SNRレポート方法を提案する。本解決策では、サ
ービング基地局にユーザ性能メッセージが送信される。ユーザ性能メッセージは、端末に
よるRS　SNRの測定及びレポートの性能情報を搬送する。サービング基地局によりユーザ
性能メッセージに従って送信された測定結果レポート命令メッセージが受信され、測定に
よって取得されたRS　SNRがサービング基地局にレポートされる。実際の適用では、伝送
リンク品質は、ユーザのデータパケットが正しく送信されたか否か、すなわち、データパ
ケット伝送のビット誤り率又はパケット誤り率に反映される。SNRは、ビット誤り率又は
パケット誤り率と直接的なマッピング関係を有することができる。したがって、本解決策
では、サービング基地局が端末によってレポートされるRS　SNRを受信した後、RS　SNRに
従って決定された送信リンク品質の精度が高く、よって、ネットワークを効果的に最適化
することができる。
【００５２】
　更にRS　SNR受信方法が提案される。本解決策では、端末によって送信されるユーザ性
能メッセージが受信される。ユーザ性能メッセージは、端末によるRS　SNRの測定及びレ
ポートの性能情報を搬送する。ユーザ性能メッセージに基づいて、端末に測定結果レポー
ト命令メッセージが送信される。端末により測定結果レポート命令メッセージに従ってレ
ポートされる、測定によって取得されたRS　SNRが受信される。実際の適用では、伝送リ
ンク品質は、ユーザのデータパケットが正しく送信されたか否か、すなわち、データパケ
ット伝送のビット誤り率又はパケット誤り率に反映される。SNRは、ビット誤り率又はパ
ケット誤り率と直接的なマッピング関係を有することができる。したがって、本解決策で
は、サービング基地局が端末によってレポートされるRS　SNRを受信した後、RS　SNRに従
って決定された送信リンク品質の精度が高く、よって、ネットワークを効果的に最適化す
ることができる。
【００５３】
　本発明の実施形態の目的、技術的解決法及び利点をより明確にするために、以下、本発
明の実施形態において添付図面を参照しながら、本発明の実施形態における技術的解決策
を明確且つ完全に説明する。当然ながら、説明される実施形態は、本発明の実施形態の一
部であり、全部ではない。当業者が本発明の実施形態に基づいて創意工夫なく得る他の実
施形態は、全て本発明の保護範囲に包含されるものとする。
【００５４】
　本明細書に記載の技術は、様々な通信システムに適用することができる。例えば、現在
の2G及び3G通信システムや、次世代通信システム、例えばGSM、符号分割多元接続（CDMA
，Code　Division　Multiple　Access）システム、時分割多元アクセス（TDMA，Time　Di
vision　Multiple　Access）システム、広帯域符号分割多元接続（WCDMA，Wideband　Cod
e　Division　Multiple　Access）、周波数分割多元アクセス（FDMA，Frequency　Divisi
on　Multiple　Access）システム、直交周波数分割多元アクセス（OFDMA，Orthogonal　F
requency-Division　Multiple　Access）システム、シングルキャリアFDMA（SC-FDMA）シ
ステム、汎用パケット無線サービス（GPRS，General　Packet　Radio　Service）システ
ム、他の通信システムに適用することができる。
 
【００５５】
　「及び／又は」という語句は、本明細書では、関連するオブジェクトを記述するための
対応関係を説明するものに過ぎず、３つの関係が存在し得ることを表す。例えば、Ａ及び
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／又はＢは、Ａだけが存在する場合と、ＡとＢの両方が存在する場合と、Ｂのみが存在す
る場合の３つの場合を表し得る。更に、文字「／」は、本明細書では一般に、関連するオ
ブジェクト間の「又は」の関係を示す。
【００５６】
　以下、添付図面を参照しながら、本発明の例示的な実施方式について詳細に説明する。
【００５７】
　図１を参照する。本発明の実施形態において、RS　SNRをレポートする詳細な手順は以
下のとおりである。
【００５８】
　ステップ１００：サービング基地局にユーザ性能メッセージを送信する。ユーザ性能メ
ッセージは、端末によるRS　SNRの測定及びレポートの性能情報を搬送する。
【００５９】
　ステップ１１０：サービング基地局がユーザ性能メッセージに従って送信した測定結果
レポート命令メッセージを受信する。
【００６０】
　ステップ１２０：サービング基地局に、測定によって取得されたRS　SNRをレポートす
る。
【００６１】
　RS　SNRを計算するには複数の方式がある。任意に、本発明の本実施形態では、RS　SNR
は、RSを搬送するRE上で受信される、ターゲット基地局によって送信されるRSの平均線形
電力値の、RSを搬送するOFDMシンボル上で受信される、少なくとも１つの非ターゲット基
地局によって送信される信号の平均線形電力値の和に対する比である。
【００６２】
　上記の定義に基づき、RS　SNRは、実際にはSNRとSINRの２つの状況をカバーする。端末
がネットワーク内に強い干渉を検出しないとき（すなわちＩ＝０）、RS　SNRは、端末に
よって受信される参照信号の信号対雑音比である。端末が強い干渉を検出できるとき（す
なわちＩ≠０）、RS　SNRは、端末によって受信される参照信号の信号対干渉雑音比であ
る。
【００６３】
　当然ながら、実際の適用では、RS　SNRを計算するには複数の方式がある。ここでは詳
細の説明を省略する。
【００６４】
　本発明の本実施形態では、ステップ１００でサービング基地局に送信されるユーザ性能
メッセージには複数の種類がある。任意に、ユーザ性能メッセージはE-UTRAN（Evolved　
Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network、進化型ユニバーサル地上無線ネット
ワーク）メッセージである。すなわち、端末はE-UTRANメッセージを用いて、端末がRS　S
NRを測定し、RS　SNRを記録し、RS　SNRをレポートする性能を有することを示す情報をフ
ィードバックする。
【００６５】
　実施プロセスにおいて、RS　SNRを測定、記録及びレポートする性能を示す情報は、E-U
TRAN　RRCメッセージに追加されてよい。新たに追加されるRS　SNRを測定、記録及びレポ
ートする性能を示す情報は、１bitのみである必要があるBoolean変数である。端末が性能
を有することを示すために、RS　SNRを測定、記録及びレポートする性能を示す情報はTru
e又はsupportedに設定されてよく、以下のように示される。
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【数１】

【００６６】
　rssnrloggedMeasurementsIdleは、RS　SNRを測定、記録及びレポートする性能を示す情
報の命名方式に過ぎず、端末がRS　SNRを測定し、RS　SNRを記録し、RS　SNRをレポート
する性能を有することを示し、１bitのみである必要がある。実際の適用では、別の命名
方式が採用されてよい。同じ物理的意味を示す限り、採用される別の命名方式は本解決策
の保護範囲に包含される。
【００６７】
　上記は、端末によるRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能情報を搬送するユーザ性
能メッセージがE-UTRAN　RRCメッセージである例に過ぎない。実際の適用では、端末によ
るRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能情報を搬送するユーザ性能メッセージは、別
のメッセージであってよい。ここでは詳細の説明を省略する。
【００６８】
　本発明の本実施形態では、RS　SNRを測定するには複数の方式がある。任意に、測定に
は以下の方式が採用されてよい。
　サービング基地局によって送信される測定命令メッセージを受信する。測定命令メッセ
ージは、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するように端末に
指示する情報を搬送する。また、測定命令メッセージに従って、端末とターゲット基地局
との間の伝送リンクのRS　SNRを測定する。実際の適用では、別の測定方式が採用されて
よい。ここでは詳細の説明を省略する。
【００６９】
　本発明の本実施形態では、測定命令メッセージは、端末とターゲット基地局との間の伝
送リンクのRS　SNRを測定するように端末に指示する情報を搬送する。端末とターゲット
基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するように端末に指示する情報は、端末がデ
ータ測定を実行する必要があるとき、端末が経験するRS　SNRが記録及びレポートされる
必要があることと、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するよ
うに端末に指示する情報は、１bitのみである必要があることを示す。サービング基地局
が端末に上記工程を実行するように指示することを示すために、端末とターゲット基地局
との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するように端末に指示する情報は、True又はsupport
edに設定されてよい。
【００７０】
　本発明の本実施形態では、測定命令メッセージには複数の種類がある。例えば、測定命
令メッセージは、以下に示すようなログ測定構成メッセージであってよい。
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【数３】

【００７１】
　rssnrloggingindicationは、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを
測定するように端末に指示する情報の命名方式に過ぎず、端末がデータ測定を行うとき、
端末が経験するRS　SNRが記録及びレポートされる必要があることを示す。実際の適用で
は、別の命名方式が採用されてよい。同じ物理的意味を示す限り、採用される別の命名方
式は本解決策の保護範囲に包含される。
【００７２】
　本発明の本実施形態では、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRが測
定された後、更に測定完了指示メッセージがサービング基地局に送信される。測定完了指
示メッセージは、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRの測定が完了し
たことを示す情報を搬送する。測定完了指示メッセージに搬送される情報は、端末が既に
サービング基地局によって必要とされるデータの測定（Logging）に関するタスクを完了
したことを示す。
【００７３】
　測定完了指示メッセージには複数の種類がある。任意に、測定完了指示メッセージはRR
C（Radio　Resource　Control、無線リソース制御）接続再構成完了メッセージである。
実際の適用では、測定完了指示メッセージは別のメッセージであってよい。ここでは詳細
の説明を省略する。
【００７４】
　本発明の本実施形態では、測定結果レポート命令メッセージは、端末によってレポート
されるRS　SNRについての情報を搬送する。端末によってレポートされるRS　SNRについて
の情報は、端末によってレポートされる全ての測定値についての情報に含まれ、全ての測
定値は少なくともRS　SNRの測定値を含む。
【００７５】
　例えば、測定結果レポート命令メッセージは、端末によってレポートされる全ての測定
値についての情報を搬送する。端末の全ての測定値は、RSRPの測定値、RSRQの測定値、RS
　SNRの測定値及びRS　SINRの測定値である。この場合は、測定結果レポート命令メッセ
ージが、端末によってレポートされる全ての測定値についての情報を搬送するとき、測定
結果レポート命令メッセージは、端末によってレポートされるRS　SNRについての情報を
搬送する。
【００７６】
　本発明の本実施形態では、測定結果レポート命令メッセージは、端末によってレポート
されるRS　SNRについての情報を搬送する。端末によってレポートされるRS　SNRについて
の情報は、端末によってレポートされる指定の測定値についての情報に含まれ、指定の測
定値は少なくともRS　SNRの測定値を含む。
【００７７】
　例えば、測定結果レポート命令メッセージは、端末によってレポートされる指定の測定
値についての情報を搬送する。端末の全ての測定値は、RSRPの測定値、RSRQの測定値、RS
　SNRの測定値及びRS　SINRの測定値であるが、端末によってレポートされる指定の測定
値は、RSRPの測定値及びRS　SNRの測定値である。この場合は、測定結果レポート命令メ
ッセージが、端末によってレポートされる指定の測定値についての情報を搬送するとき、
測定結果レポート命令メッセージは、端末によってレポートされるRS　SNRについての情
報を搬送する。
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【００７８】
　本発明の本実施形態では、RRCユーザ情報要求メッセージが端末によってレポートされ
るRS　SNRについての情報を搬送するとき、RRCユーザ情報要求メッセージのフォーマット
は以下のとおりである。
【数４】
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【数５】

【００７９】
　“requestedloggedMeasurements”は、端末によってレポートされる必要のある測定値
を示し、ビットフローとして表される。requestedloggedMeasurementsが８個のbitを有す
ると仮定する。１つ目のbitはRSRPの測定値をレポートするか否かを示し、２つ目のbitは
RSRQの測定値をレポートするか否かを示し、３つ目のbitはRS　SNRの測定値をレポートす
るか否かを示し、その他のbitは他の測定値又は予約bitを示す。任意の測定値について、
測定値が１に設定される場合、測定値がレポートされる必要があることを示し、測定値が
０に設定される場合、測定値がレポートされる必要がないことを示す。本実施形態では、
RS　SNRのみがレポートされる必要がある場合、ビットフローのストリングの値は“00100
000”であり、RSRPとRS　SNRのみがレポートされる必要がある場合、ビットフローのスト
リングの値は“10100000”である。
【００８０】
　UEInformationRequest-v12x0及びrequestedloggedMeasurementsは、命名方式に過ぎず
、レポートされる必要のある測定値を示す。実際の適用では、同じ物理的意味を示す限り
、別の命名方式が採用されてよい。採用される別の命名方式は本解決策の保護範囲に包含
される。
【００８１】
　本発明の本実施形態では、測定結果レポート命令メッセージには複数の種類がある。例
えば、測定結果レポート命令メッセージは、RRCユーザ情報要求メッセージである。実際
の適用では、測定結果レポート命令メッセージは別のメッセージであってよい。ここでは
詳細の説明を省略する。
【００８２】
　本発明の本実施形態では、測定によって取得されたRS　SNRをサービング基地局にレポ
ートするには、複数の方式がある。例えば、測定によって取得されたRS　SNRを搬送するR
RCユーザ情報フィードバックメッセージが、サービング基地局にレポートされる。RRCユ
ーザ情報フィードバックメッセージにより、測定によって取得されたRS　SNRを搬送する
工程は、以下のように示される。
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【数６】
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【数７】
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【数８】

【００８３】
　上述の実施形態で新たに追加されるRSSNR-Rangeのフォーマットは、以下のとおりであ
る。

【数９】

【００８４】
　本発明の本実施形態では、RSSNR-Rangeは命名方式に過ぎず、端末によってレポートさ
れるRS　SNRの値の範囲を示す。任意に、X＝３４である。実際の適用では、端末によって
レポートされるRS　SNRの値の範囲について別の命名方式が採用されてよい。同じ物理的
意味を示す限り、採用される別の命名方式は本解決策の保護範囲に包含される。
【００８５】
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　実際の適用では、測定によって取得されたRS　SNRは、別の実施方式でサービング基地
局にレポートされてよい。ここでは詳細の説明を省略する。
【００８６】
　本発明の本実施形態では、RS　SNRはサービング基地局のサービングセルのRS　SNRであ
ってよく、SNR_serving又はSINR_servingと表されてよい。端末がキャリアアグリゲーシ
ョンをサポートする場合、RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの１次サービ
ングセルのRS　SNR、又はサービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS
　SNRであってよく、SNR_pcell若しくはSINR_pcell、又はSNR_scell若しくはSINR_scell
と表されてよい。或いは、RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの周波数内サ
ービングセルのRS　SNR、又はサービング基地局のサービングセルの周波数間サービング
セルのRS　SNRであってよく、SNR_neighbour又はSINR_neighbourと表されてよい。
【００８７】
　本発明の本実施形態をより良く理解するために、以下に具体的な適用シナリオを提供す
る。RS　SNRをレポートするプロセスを更に詳述する。
【００８８】
　図２に実施形態１を具体的に示す（端末がＡ、サービング基地局がＢである）。
【００８９】
　ステップ２００：ＡがＢにE-UTRAN　RRCメッセージを送信する。E-UTRAN　RRCメッセー
ジは、ＡによるRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能情報を搬送する。
【００９０】
　このステップでは、Ａが、E-UTRAN　RRCメッセージを用いて、ＡがRS　SNRを測定、記
録及びレポートする性能を有することを示す情報をＢにフィードバックする。
【００９１】
　ステップ２１０：Ｂが、Ａによってフィードバックされる、RS　SNRの測定、記録及び
レポートの性能情報に従って、Ａにログ測定構成メッセージを送信する。ログ測定構成メ
ッセージは、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するようにＡに
指示する情報を搬送する。
【００９２】
　このステップでは、Ａは、ネットワーク側のＭＤＴ（Minimization　of　drive-tests
、ドライブ試験の省力化）要求に従って、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS
　SNRを測定するようにＡに指示する情報をログ測定構成メッセージに追加する。
【００９３】
　ステップ２２０：伝送されるサービスがないとき、ＡはRRC接続状態からアイドル状態
に戻り、ログ測定構成メッセージに従って、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクの
RS　SNRを測定する。
【００９４】
　このステップでは、Ａは、log間隔（LoggingInterval）やlog期間（LoggingDuration）
等のパラメータに従って、RS　SNRを測定し記録する。
【００９５】
　ステップ２３０：Ａが、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定し
た後、Ｂに測定完了指示メッセージを送信する。
【００９６】
　このステップでは、測定が完了すると、Ａはアイドル状態から接続状態に移行する。測
定完了指示メッセージは、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRの測定が
完了したことを示す情報を搬送する。
【００９７】
　ステップ２４０：ＢがＡにRRCユーザ情報要求メッセージを送信する。RRCユーザ情報要
求メッセージは、Ａによってレポートされる全ての測定値についての情報を搬送する。
【００９８】
　このステップでは、全ての測定値は、RSRPの測定値、RSRQの測定値及びRS　SNRの測定
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値を含む。
【００９９】
　ステップ２５０：Ａが、測定結果レポート命令を受信した後、ＢにRRCユーザ情報フィ
ードバックメッセージを送信する。RRCユーザ情報フィードバックメッセージは、RSRPの
測定値、RSRQの測定値及びRS　SNRの測定値を含む。
【０１００】
　ステップ２５０の後、Ｂは、ＡによってレポートされたRS　SNRの測定値に従ってネッ
トワークを最適化してよい。
【０１０１】
　図３に実施形態２を具体的に示す（端末がＡ、サービング基地局がＢである）。
【０１０２】
　ステップ３００：ＡがＢにE-UTRAN　RRCメッセージを送信する。E-UTRAN　RRCメッセー
ジは、ＡによるRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能情報を搬送する。
【０１０３】
　このステップでは、Ａが、E-UTRAN　RRCメッセージを用いて、ＡがRS　SNRを測定、記
録及びレポートする性能を有することを示す情報をＢにフィードバックする。
【０１０４】
　ステップ３１０：Ｂが、Ａによってフィードバックされる、RS　SNRの測定、記録及び
レポートの性能情報に従って、Ａにログ測定構成メッセージを送信する。ログ測定構成メ
ッセージは、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するようにＡに
指示する情報を搬送する。
【０１０５】
　このステップでは、Ａは、ネットワーク側のＭＤＴ（Minimization　of　drive-tests
、ドライブ試験の省力化）要求に従って、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS
　SNRを測定するようにＡに指示する情報をログ測定構成メッセージに追加する。
【０１０６】
　ステップ３２０：伝送されるサービスがないとき、ＡはRRC接続状態からアイドル状態
に戻り、ログ測定構成メッセージに従って、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクの
RS　SNRを測定する。
【０１０７】
　このステップでは、Ａは、log間隔（LoggingInterval）やlog期間（LoggingDuration）
等のパラメータに従って、測定及び記録を行う。
【０１０８】
　ステップ３３０：Ａが、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定し
た後、Ｂに測定完了指示メッセージを送信する。
【０１０９】
　このステップでは、測定が完了すると、Ａはアイドル状態から接続状態に移行する。測
定完了指示メッセージは、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRの測定が
完了したことを示す情報を搬送する。
【０１１０】
　ステップ３４０：ＢがＡにRRCユーザ情報要求メッセージを送信する。RRCユーザ情報要
求メッセージは、Ａによってレポートされる指定の測定値についての情報を搬送する。
【０１１１】
　このステップでは、指定の測定値は、RSRPの測定値及びRS　SNRの測定値を含む。
【０１１２】
　ステップ３５０：Ａが、測定結果レポート命令を受信した後、ＢにRRCユーザ情報フィ
ードバックメッセージを送信する。RRCユーザ情報フィードバックメッセージは、RSRPの
測定値及びRS　SNRの測定値を含む。
【０１１３】
　ステップ３５０の後、Ｂは、ＡによってレポートされたRS　SNRの測定値に従ってネッ
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トワークを最適化してよい。
【０１１４】
　上述のプロセスでは、サービング基地局は、測定命令メッセージに、端末に測定される
必要のある値についての情報を追加し、端末によってレポートされる必要のある測定値に
ついての情報は追加せず、端末によってレポートされる必要のある測定値についての情報
は測定結果レポート命令メッセージに追加する。実際の適用では、サービング基地局は更
に、端末によって測定される必要のある値についての情報だけでなく、端末によってレポ
ートされる必要のある測定値についての情報も測定命令メッセージに追加して、レポート
される必要のある測定値を端末に通知してよい。サービング基地局によって送信された測
定結果レポート命令メッセージを受信すると、端末は、サービング基地局によって示され
る、レポートされる必要のある測定値をレポートする。
【０１１５】
　本発明の本実施形態では、サービング基地局は更に、端末に測定される必要のある値に
ついての情報だけでなく、端末によってレポートされる必要のある測定値についての情報
も測定命令メッセージに追加する。端末によってレポートされる必要のある測定値につい
ての追加される情報は、端末によって測定される全ての測定値であってよく、或いは端末
によって測定される指定の測定値であってよい。
【０１１６】
　図４に実施形態３を具体的に示す（端末がＡ、サービング基地局がＢである）。
【０１１７】
　ステップ４００：ＡがＢにE-UTRAN　RRCメッセージを送信する。E-UTRAN　RRCメッセー
ジは、ＡによるRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能情報を搬送する。
【０１１８】
　このステップでは、Ａが、E-UTRAN　RRCメッセージを用いて、ＡがRS　SNRを測定、記
録及びレポートする性能を有することを示す情報をＢにフィードバックする。
【０１１９】
　ステップ４１０：Ｂが、Ａによってフィードバックされる、RS　SNRの測定、記録及び
レポートの性能情報に従って、Ａにログ測定構成メッセージを送信する。ログ測定構成メ
ッセージは、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するようにＡに
指示する情報を搬送し、測定によって取得されたRS　SNRをレポートするようにＡに指示
する情報を搬送する。
【０１２０】
　このステップでは、Ａは、ネットワーク側のＭＤＴ（Minimization　of　drive-tests
、ドライブ試験の省力化）要求に従って、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS
　SNRを測定するようにＡに指示する情報をログ測定構成メッセージに追加する。
【０１２１】
　ステップ４２０：伝送されるサービスがないとき、ＡはRRC接続状態からアイドル状態
に戻り、ログ測定構成メッセージに従って、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクの
RS　SNRを測定する。
【０１２２】
　このステップでは、Ａは、log間隔（LoggingInterval）やlog期間（LoggingDuration）
等のパラメータに従って、測定及び記録を行う。
【０１２３】
　ステップ４３０：Ａが、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定し
た後、Ｂに測定完了指示メッセージを送信する。
【０１２４】
　このステップでは、測定が完了すると、Ａはアイドル状態から接続状態に移行する。測
定完了指示メッセージは、Ａとターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRの測定が
完了したことを示す情報を搬送する。
【０１２５】
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　ステップ４４０：ＢがＡにRRCユーザ情報要求メッセージを送信して、関連する測定値
をレポートするようにＡに指示する。
【０１２６】
　ステップ４５０：Ａが、測定結果レポート命令を受信した後、ＢにRRCユーザ情報フィ
ードバックメッセージを送信する。RRCユーザ情報フィードバックメッセージは、RS　SNR
の測定値を含む。
【０１２７】
　ステップ４５０の後、Ｂは、ＡによってレポートされたRS　SNRの測定値に従ってネッ
トワークを最適化してよい。
【０１２８】
　上述のいくつかの実施形態の例では、端末はアイドル状態で測定を行う。実際の適用で
は、端末は、接続状態で測定及び記録を行ってもよい。すなわち、端末は、端末がアイド
ル状態であるか接続状態であるかに関わらず、RS　SNRを測定し記録してよい。E-UTRAN　
RRCメッセージのフォーマットを以下に示す。

【数１０】

【０１２９】
　上記に示されるE-UTRAN　RRCメッセージが用いられる場合、端末は、端末がアイドル状
態であるか接続状態であるかに関わらず、端末がRS　SNRを測定、記録及びレポートする
性能を有することを示す情報をサービング基地局にフィードバックしてよく、端末がアイ
ドル状態であるか接続状態であるかに関わらず、RS　SNRの測定及びレポートをサポート
する。
【０１３０】
　図５を参照する。本発明の実施形態において、RS　SNRを受信する詳細な手順は以下の
とおりである。
【０１３１】
　ステップ５００：端末によって送信されるユーザ性能メッセージを受信する。ユーザ性
能メッセージは、端末によるRS　SNRの測定及びレポートの性能情報を搬送する。
【０１３２】
　ステップ５１０：ユーザ性能メッセージに基づいて、端末に測定結果レポート命令メッ
セージを送信する。
【０１３３】
　ステップ５２０：端末により測定結果レポート命令メッセージに従ってレポートされる
、測定によって取得されたRS　SNRを受信する。
【０１３４】
　RS　SNRを計算するには複数の方式がある。任意に、本発明の本実施形態では、RS　SNR
は、RSを搬送するRE上で受信される、ターゲット基地局によって送信されるRSの平均線形
電力値の、RSを搬送するOFDMシンボル上で受信される、少なくとも１つの非ターゲット基
地局によって送信される信号の平均線形電力値の和に対する比である。
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【０１３５】
　上記の定義に基づき、RS　SNRは、実際にはSNRとSINRの２つの状況をカバーする。端末
がネットワーク内に強い干渉を検出しないとき（すなわちＩ＝０）、RS　SNRは、端末に
よって受信される参照信号の信号対雑音比である。端末が強い干渉を検出できるとき（す
なわちＩ≠０）、RS　SNRは、端末によって受信される参照信号の信号対干渉雑音比であ
る。
【０１３６】
　当然ながら、実際の適用では、RS　SNRを計算するには複数の方式がある。ここでは詳
細の説明を省略する。
【０１３７】
　本発明の本実施形態では、ステップ５００で端末によって送信されるユーザ性能メッセ
ージには、複数の種類がある。任意に、ユーザ性能メッセージはE-UTRAN　RRCメッセージ
である。すなわち、端末はE-UTRANメッセージを用いて、端末がRS　SNRを測定し、RS　SN
Rを記録し、RS　SNRをレポートする性能を有することを示す情報をサービング基地局にフ
ィードバックする。
【０１３８】
　実施プロセスにおいて、RS　SNRを測定、記録及びレポートする性能を示す情報は、E-U
TRAN　RRCメッセージに追加されてよい。新たに追加されるRS　SNRを測定、記録及びレポ
ートする性能を示す情報は、１bitのみである必要があるBoolean変数である。端末が性能
を有することを示すために、RS　SNRを測定、記録及びレポートする性能を示す情報はTru
e又はsupportedに設定されてよく、以下のように示される。

【数１１】

【０１３９】
　rssnrloggedMeasurementsIdleは、RS　SNRを測定、記録及びレポートする性能を示す情
報の命名方式に過ぎず、端末がRS　SNRを測定し、RS　SNRを記録し、RS　SNRをレポート
する性能を有することを示し、１bitのみである必要がある。実際の適用では、同じ物理
的意味を示す限り、別の命名方式が採用されてよい。採用される別の命名方式は本解決策
の保護範囲に包含される。
【０１４０】
　上記は、端末によるRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能情報を搬送するユーザ性
能メッセージがE-UTRAN　RRCメッセージである例に過ぎない。実際の適用では、端末によ
るRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能情報を搬送するユーザ性能メッセージは、別
のメッセージであってよい。ここでは詳細の説明を省略する。
【０１４１】
　本発明の本実施形態では、端末によってレポートされる、少なくとも測定によって取得
されるRS　SNRを受信するステップの前に、本方法は更に、端末に測定命令メッセージを
送信して、端末に、測定命令メッセージに従って端末とターゲット基地局との間の伝送リ
ンクのRS　SNRを測定するように指示するステップ、を含む。測定命令メッセージは、少
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に指示する情報を搬送する。
【０１４２】
　本発明の本実施形態では、測定命令メッセージは、端末とターゲット基地局との間の伝
送リンクのRS　SNRを測定するように端末に指示する情報を搬送する。端末とターゲット
基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するように端末に指示する情報は、端末がデ
ータ記録を実行する必要があるとき、端末が経験するRS　SNRが記録及びレポートされる
必要があることと、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するよ
うに端末に指示する情報は、１bitのみである必要があることを示す。サービング基地局
が端末に上記工程を実行するように指示することを示すために、端末とターゲット基地局
との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するように端末に指示する情報は、True又はsupport
edに設定されてよい。
【０１４３】
　本発明の本実施形態では、測定命令メッセージには複数の種類がある。例えば、測定命
令メッセージは、以下に示すようなログ測定構成メッセージであってよい。
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【数１３】

【０１４４】
　rssnrloggingindicationは、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを
測定するように端末に指示する情報の命名方式に過ぎず、端末がデータ記録を行うとき、
端末が経験するRS　SNRが記録及びレポートされる必要があることを示す。実際の適用で
は、別の命名方式が採用されてよい。同じ物理的意味を示す限り、採用される別の命名方
式は本解決策の保護範囲に包含される。
【０１４５】
　本発明の本実施形態では、端末に測定命令メッセージが送信された後、端末によって送
信される測定完了指示メッセージが更に受信される。測定完了指示メッセージは、少なく
とも、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRの測定が完了したことを示
す情報を搬送する。測定完了指示メッセージに搬送される情報は、端末UEが既にサービン
グ基地局によって必要とされるデータの測定（Logging）に関するタスクを完了したこと
を示す。
【０１４６】
　測定完了指示メッセージには複数の種類がある。任意に、測定完了指示メッセージはRR
C接続再構成完了メッセージである。実際の適用では、測定完了指示メッセージは別のメ
ッセージであってよい。ここでは詳細の説明を省略する。
【０１４７】
　本発明の本実施形態では、測定結果レポート命令メッセージは、端末によってレポート
されるRS　SNRについての情報を搬送する。端末によってレポートされるRS　SNRについて
の情報は、端末によってレポートされる全ての測定値についての情報に含まれ、全ての測
定値は少なくともRS　SNRの測定値を含む。
【０１４８】
　例えば、測定結果レポート命令メッセージは、端末によってレポートされる全ての測定
値についての情報を搬送する。端末の全ての測定値は、RSRPの測定値、RSRQの測定値、RS
　SNRの測定値及びRS　SINRの測定値である。この場合は、測定結果レポート命令メッセ
ージが、端末によってレポートされる全ての測定値についての情報を搬送するとき、測定
結果レポート命令メッセージは、端末によってレポートされるRS　SNRについての情報を
搬送する。
【０１４９】
　本発明の本実施形態では、測定結果レポート命令メッセージは、端末によってレポート
されるRS　SNRについての情報を搬送する。端末によってレポートされるRS　SNRについて
の情報は、端末によってレポートされる指定の測定値についての情報に含まれ、指定の測
定値は少なくともRS　SNRの測定値を含む。
【０１５０】
　例えば、測定結果レポート命令メッセージは、端末によってレポートされる指定の測定
値についての情報を搬送する。端末の全ての測定値は、RSRPの測定値、RSRQの測定値、RS
　SNRの測定値及びRS　SINRの測定値であるが、端末によってレポートされる指定の測定
値は、RSRPの測定値及びRS　SNRの測定値である。この場合は、測定結果レポート命令メ
ッセージが、端末によってレポートされる指定の測定値についての情報を搬送するとき、
測定結果レポート命令メッセージは、端末によってレポートされるRS　SNRについての情
報を搬送する。
【０１５１】
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　本発明の本実施形態では、RRCユーザ情報要求メッセージが端末によってレポートされ
るRS　SNRについての情報を搬送するとき、RRCユーザ情報要求メッセージのフォーマット
は以下のとおりである。
【数１４】
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【数１５】

【０１５２】
　“requestedloggedMeasurements”は、端末によってレポートされる必要のある測定値
を示し、ビットフローとして表される。requestedloggedMeasurementsが８個のbitを有す
ると仮定する。１つ目のbitはRSRPの測定値をレポートするか否かを示す、２つ目のbitは
RSRQの測定値をレポートするか否かを示し、３つ目のbitはRS　SNRの測定値をレポートす
るか否かを示し、その他のbitは他の測定値又は予約bitを示す。任意の測定値について、
測定値が1に設定される場合、測定値がレポートされる必要があることを示し、測定値が
０に設定される場合、測定値がレポートされる必要がないことを示す。本実施形態では、
RS　SNRのみがレポートされる必要がある場合、ビットフローのストリングの値は“00100
000”であり、RSRPとRS　SNRのみがレポートされる必要がある場合、ビットフローのスト
リングの値は“10100000”である。
【０１５３】
　UEInformationRequest-v12x0及びrequestedloggedMeasurementsは、命名方式に過ぎず
、レポートされる必要のある測定値を示す。実際の適用では、同じ物理的意味を示す限り
、別の命名方式が採用されてよい。採用される別の命名方式は本解決策の保護範囲に包含
される。
【０１５４】
　本発明の本実施形態では、測定結果レポート命令メッセージには複数の種類がある。例
えば、測定結果レポート命令メッセージは、RRCユーザ情報要求メッセージである。実際
の適用では、測定結果レポート命令メッセージは別のメッセージであってよい。ここでは
詳細の説明を省略する。
【０１５５】
　本発明の本実施形態では、端末によってレポートされる、少なくとも測定によって取得
されるRS　SNRを受信するには、複数の方式がある。例えば、端末によってレポートされ
る、少なくとも測定によって取得されたRS　SNRを搬送するRRCメッセージユーザ情報フィ
ードバックメッセージが受信される。RRCユーザ情報フィードバックメッセージにより、
測定によって取得されたRS　SNRを搬送する工程は、以下のように示される。
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【数１６】
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【数１８】

【０１５６】
　上述の実施形態で新たに追加されるRSSNR-Rangeのフォーマットは、以下のとおりであ
る。

【数１９】

【０１５７】
　本発明の本実施形態では、RSSNR-Rangeは命名方式に過ぎず、端末によってレポートさ
れるRS　SNRの値の範囲を示す。任意に、X＝３４である。実際の適用では、端末によって
レポートされるRS　SNRの値の範囲について別の命名方式が採用されてよい。同じ物理的
意味を示す限り、採用される別の命名方式は本解決策の保護範囲に包含される。
【０１５８】
　実際の適用では、測定によって取得されたRS　SNRは、別の実施方式でサービング基地
局にレポートされてよい。ここでは詳細の説明を省略する。
【０１５９】
　本発明の本実施形態では、RS　SNRはサービング基地局のサービングセルのRS　SNRであ
ってよく、NR_serving又はSINR_servingと表されてよい。端末がキャリアアグリゲーショ
ンをサポートする場合、RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの１次サービン
グセルのRS　SNR、又はサービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS　S
NRであってよく、SNR_pcell若しくはSINR_pcell、又はSNR_scell若しくはSINR_scellと表
されてよい。或いは、RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの周波数内サービ
ングセルのRS　SNR、又はサービング基地局のサービングセルの周波数間サービングセル
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のRS　SNRであってよく、SNR_neighbour又はSINR_neighbourと表されてよい。
【０１６０】
　上述のいくつかの実施形態の例では、端末はアイドル状態で測定を行う。実際の適用で
は、端末は、接続状態で測定及び記録を行ってもよい。すなわち、端末は、端末がアイド
ル状態であるか接続状態であるかに関わらず、RS　SNRを測定し記録してよい。E-UTRAN　
RRCメッセージのフォーマットを以下に示す。
【数２０】

【０１６１】
　上記に示されるE-UTRAN　RRCメッセージが用いられる場合、端末は、端末がアイドル状
態であるか接続状態であるかに関わらず、端末がRS　SNRを測定、記録及びレポートする
性能を有することを示す情報をサービング基地局にフィードバックしてよく、端末がアイ
ドル状態であるか接続状態であるかに関わらず、RS　SNRの測定及びレポートをサポート
する。
【０１６２】
　上述の技術的解決策に基づき、図６を参照すると、本発明の実施形態は、参照信号信号
対雑音比（RS　SNR）レポート装置を提供する。本装置は、送信ユニット６０、受信ユニ
ット６１及びレポートユニット６２を備える。
【０１６３】
　送信ユニット６０は、サービング基地局にユーザ性能メッセージを送信するように構成
される。ユーザ性能メッセージは、端末によるRS　SNRの測定、記録及びレポートの性能
情報を搬送する。
【０１６４】
　受信ユニット６１は、サービング基地局がユーザ性能メッセージに従って送信した測定
結果レポート命令メッセージを受信するように構成される。
【０１６５】
　レポートユニット６２は、サービング基地局に、測定によって取得されたRS　SNRをレ
ポートするように構成される。
【０１６６】
　任意に、本発明の本実施形態では、レポートユニット６２によってレポートされるRS　
SNRは、参照信号（RS）を搬送するリソースエレメント（RE）上で受信される、ターゲッ
ト基地局によって送信されるRSの平均線形電力値の、RSを搬送する直交周波数分割多重（
OFDM）シンボル上で受信される、少なくとも１つの非ターゲット基地局によって送信され
る信号の平均線形電力値の和に対する比である。
【０１６７】
　任意に、本発明の本実施形態では、送信ユニット６０によって送信されるユーザ性能メ
ッセージは、進化型ユニバーサル地上無線ネットワーク（E-UTRAN）無線リソース制御（R
RC）メッセージである。
【０１６８】
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　更に、本発明の本実施形態では、本装置は更に測定ユニット６３を備える。測定ユニッ
ト６３は、
　サービング基地局によって送信される測定命令メッセージを受信する工程であって、測
定命令メッセージは、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定する
ように端末に指示する情報を搬送する、工程と、
　測定命令メッセージに従って、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNR
を測定する工程と、
　により、測定によってRS　SNRを取得するように構成される。
【０１６９】
　任意に、本発明の本実施形態では、測定ユニット６３は更に、
　サービング基地局に測定完了指示メッセージを送信するように構成される。測定完了指
示メッセージは、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRの測定が完了し
たことを示す情報を搬送する。
【０１７０】
　任意に、本発明の本実施形態では、測定ユニット６３によって受信される測定命令メッ
セージはログ測定構成メッセージであり、測定ユニット６３によって送信される測定完了
指示メッセージはRRC接続再構成完了メッセージである。
【０１７１】
　任意に、本発明の本実施形態では、受信ユニット６１によって受信される測定結果レポ
ート命令メッセージは、端末によってレポートされるRS　SNRについての情報を搬送し、
　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
全ての測定値についての情報に含まれ、全ての測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
み、又は、
　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
指定の測定値についての情報に含まれ、指定の測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
む。
【０１７２】
　任意に、本発明の本実施形態では、受信ユニット６１によって受信される測定結果レポ
ート命令メッセージはRRCユーザ情報要求メッセージである。
【０１７３】
　任意に、本発明の本実施形態では、レポートユニット６２は、具体的には、
　サービング基地局に、測定によって取得されたRS　SNRを搬送するRRCユーザ情報フィー
ドバックメッセージをレポートするように構成される。
【０１７４】
　任意に、本発明の本実施形態では、レポートユニット６２によってレポートされるRS　
SNRは、サービング基地局のサービングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの１次サービングセルのRS　SNR、若し
くはサービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの周波数内サービングセルのRS　SNR、
若しくはサービング基地局のサービングセルの周波数間サービングセルのRS　SNRである
。
【０１７５】
　上述の技術的解決策に基づき、図７を参照すると、本発明の実施形態は参照信号信号対
雑音比（RS　SNR）受信装置を提供する。本装置は、第１の受信ユニット７０、送信ユニ
ット７１７１及び第２の受信ユニット７２を備える。
【０１７６】
　第１の受信ユニット７０は、端末によって送信されるユーザ性能メッセージを受信する
ように構成される。ユーザ性能メッセージは、端末によるRS　SNRの測定、記録及びレポ
ートの性能情報を搬送する。
【０１７７】
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　送信ユニット７１は、ユーザ性能メッセージに基づいて、端末に測定結果レポート命令
メッセージを送信するように構成される。
【０１７８】
　第２の受信ユニット７２は、端末により測定結果レポート命令メッセージに従ってレポ
ートされる、測定によって取得されたRS　SNRを受信するように構成される。
【０１７９】
　任意に、本発明の本実施形態では、第２の受信ユニット７２によって受信されるRS　SN
Rは、参照信号（RS）を搬送するリソースエレメント（RE）上で受信される、ターゲット
基地局によって送信されるRSの平均線形電力値の、RSを搬送する直交周波数分割多重（OF
DM）シンボル上で受信される、少なくとも１つの非ターゲット基地局によって送信される
信号の平均線形電力値の和に対する比である。
【０１８０】
　任意に、本発明の本実施形態では、第１の受信ユニット７０によって受信されるユーザ
性能メッセージは、進化型ユニバーサル地上無線ネットワーク（E-UTRAN）無線リソース
制御（RRC）メッセージである。
【０１８１】
　更に、本発明の本実施形態では、送信ユニット７１は更に、
　端末に測定命令メッセージを送信して、端末に、測定命令メッセージに従って端末とタ
ーゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SNRを測定するように指示するように構成され
、
　測定命令メッセージは、少なくとも、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS
　SNRを測定するように端末に指示する情報を搬送する。
【０１８２】
　更に、本発明の本実施形態では、第２の受信ユニット７２は更に、
　端末によって送信される測定完了指示メッセージを受信するように構成される。測定完
了指示メッセージは、少なくとも、端末とターゲット基地局との間の伝送リンクのRS　SN
Rの測定が完了したことを示す情報を搬送する。
【０１８３】
　任意に、本発明の本実施形態では、送信ユニット７１によって送信される測定命令メッ
セージはログ測定構成メッセージであり、第２の受信ユニット７２によって受信される測
定完了指示メッセージはRRC接続再構成完了メッセージである。
【０１８４】
　任意に、本発明の本実施形態では、送信ユニット７１によって送信される測定結果レポ
ート命令メッセージは、少なくとも、端末によってレポートされるRS　SNRについての情
報を搬送し、
　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
全ての測定値についての情報に含まれ、全ての測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
み、又は、
　端末によってレポートされるRS　SNRについての情報は、端末によってレポートされる
指定の測定値についての情報に含まれ、指定の測定値は少なくともRS　SNRの測定値を含
む。
【０１８５】
　任意に、本発明の本実施形態では、送信ユニット７１によって送信される測定結果レポ
ート命令メッセージは、RRCメッセージユーザ情報要求メッセージである。
【０１８６】
　任意に、本発明の本実施形態では、第２の受信ユニット７２は、具体的には、
　端末によってレポートされる、少なくとも測定によって取得されたRS　SNRを搬送するR
RCユーザ情報フィードバックメッセージを受信するように構成される。
【０１８７】
　任意に、本発明の本実施形態では、第２の受信ユニット７２によって受信されるRS　SN
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Rは、サービング基地局のサービングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの１次サービングセルのRS　SNR、若し
くはサービング基地局のサービングセルの２次サービングセルのRS　SNRであり、又は、
　RS　SNRは、サービング基地局のサービングセルの周波数内サービングセルのRS　SNR、
若しくはサービング基地局のサービングセルの周波数間サービングセルのRS　SNRである
。
【０１８８】
　結論として、本発明の実施形態では、端末がサービング基地局にユーザ性能メッセージ
を送信する。ユーザ性能メッセージは、端末によるRS　SNRの測定及びレポートの性能情
報を搬送する。サービング基地局は、ユーザ性能メッセージに基づいて端末に測定結果レ
ポート命令メッセージを送信してから、サービング基地局に、測定によって取得されたRS
　SNRをレポートする。実際の適用では、伝送リンク品質は、ユーザのデータパケットが
正しく送信されたか否か、すなわち、データパケット伝送のビット誤り率又はパケット誤
り率に反映される。SNRは、ビット誤り率又はパケット誤り率と直接的なマッピング関係
を有することができる。したがって、本解決策では、サービング基地局が端末によってレ
ポートされるRS　SNRを受信した後、RS　SNRに従って決定された送信リンク品質の精度が
高く、よって、ネットワークを効果的に最適化することができる。
【０１８９】
　本発明の実施形態に係る方法、装置（システム）及びコンピュータプログラム製品のフ
ローチャート及び／又はブロック図を参照して、本発明を説明した。コンピュータプログ
ラム命令は、フローチャート及び／又はブロック図の各プロセス及び／又は各ブロック、
フローチャート及び／又はブロック図のプロセス及び／又はブロックの組み合わせを実現
するために採用されてよいことが理解されるべきである。このようなコンピュータプログ
ラム命令は、コンピュータ又は他のプログラマブルデータ処理装置のプロセッサにより実
行される命令が、フローチャートの１以上のプロセス及び／又はブロック図の１以上のブ
ロックでの機能を実現するための装置を生成するように、汎用コンピュータ、専用コンピ
ュータ、組み込みプロセッサ、又はマシンを生成する他のプログラマブルデータ処理装置
のプロセッサのために提供されてよい。
【０１９０】
　また、このようなコンピュータプログラム命令は、コンピュータ可読メモリに格納され
た命令が命令装置を含むアーティファクトを生成できるように、コンピュータ又は他のプ
ログラマブルデータ処理装置に特定の方式で動作するように指示することができるコンピ
ュータ可読メモリに格納されてよい。命令装置は、フローチャートの１以上のプロセス及
び／又はブロック図の１以上のブロックの機能を実現する。
【０１９１】
　また、このようなコンピュータプログラム命令は、一連の動作及びステップがコンピュ
ータ又は別のプログラマブル装置上で実行され、それによりコンピュータ実施処理を生成
するように、コンピュータ又は他のプログラマブルデータ処理装置にロードされてよい。
したがって、コンピュータ又は他のプログラマブル装置で実行される命令は、フローチャ
ートの１以上のプロセス及び／又はブロック図の１以上のブロックの機能を実現するため
のステップを提供する。
【０１９２】
　本発明の上述の実施形態を説明してきたが、当業者であれば、基本的な発明概念を学習
すると、これらの実施形態への変更及び修正を行うことができる。したがって、以下の特
許請求の範囲は、本発明の範囲に包含される前述した実施形態と全ての変更及び修正を網
羅するように解釈されることが意図される。
【０１９３】
　当然ながら、当業者であれば、本発明の実施形態の主旨及び範囲から逸脱することなく
、本発明の実施形態に対する様々な修正及び変形を行うことができる。本発明は、これら
の修正及び変形が特許請求の範囲及びそれらの均等な技術によって定義される保護の範囲
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に包含されるものであり限り、これらの修正及び変形を包含することが意図される。
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